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大曲高等学校 校舎棟建設工事 工事だより

①鉄筋工事（柱配筋組立）

1階柱の鉄筋を組み立てます。⾧く縦に伸びた

部分が主筋、その周りに段状に配筋されている

ものが帯筋（フープ筋）です。

②型枠工事（梁枠吊り込み・取付）

現場で組立てた梁型枠をクレーンを使って

吊込みます。真下に支保工と呼ばれる金物

を突っ張り支持することで荷重を支えます。

③型枠工事（スラブ枠組立完了）

スラブとは床構造を意味します。この上に

コンクリートが打設され2階の床になります。

④鉄筋工事（梁配筋施工中）

鉄筋で梁を組立てます。写真は浮いている

状態ですがこの後型枠内に落とし込みます。



⑤鉄筋工事（スラブ配筋完了）

床を支えるスラブ配筋が完成しました。網目

状に上下2段に組まれていて頑丈です。

⑥建物内部の様子（型枠支保工他、組立完了）

支保工や様々な金物によって各部分の型枠が

堅固に締付け固定されています。

次回…コンクリート打設からその後へ続きます。

屋外では先々のことを見据え将来工事の為の給水・消火用埋設配管を行いました。（写真左）

建物の天井内には様々な配管がされるので梁貫通用のダクトを設置し準備万端です。（写真右）

手前に見える吹抜けのような部分

が将来『健律愛ホール』となりま

す。皆さん方が寄り合える素敵な

ホールの完成が楽しみです。


